
令和３年度汚濁負荷量調査結果について 

 

１ 調査の目的 

 公共用水域に係る水質環境基準の類型及び上乗せ排水基準の見直し等の検討を行うた

めの基礎資料を得る。 

 

２ 調査の概要 

(1) 流域区分の設定 

調査対象の河川、湖沼及び海域の公共用水域水質測定地点等を基に設定する流域区分

を単位として、生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）に係る水質汚濁負荷量（以下、「汚濁

負荷量」という。）を算定するための調査を行った。なお、解析対象地点を設定しない

公共用水域は、「その他の流域区分」とした。（別紙１「解析対象地点一覧」及び別紙

２「解析対象地点概略図」を参照） 

 

(2) 発生源の分類 

設定した流域区分内のＢＯＤに係る汚濁負荷の発生源を生活系、事業系、畜産系及び

自然系に分類し、それぞれの汚濁負荷量を算定した。 

ア 生活系負荷量 

 令和３年３月31日時点の推定人口を基本とした常住人口を、流域区分内の市町村ご

とに、「ア 下水道処理対象人口※１」と「イ 公共用水域対象人口※２」に区分した。 

 イは、さらに「ウ し尿処理場使用人口（し尿くみ取り人口）※３」、「エ し尿自家

処理人口※４ 」及び「オ 浄化槽使用人口※５」に区分した。 

 オは、さらに501人槽以上であるかどうか、加えて合併浄化槽であるか単独浄化槽   

であるかよって細分した※６。 

 水質汚濁防止法に基づく、し尿処理施設（501人槽以上のし尿浄化槽）（特定施設番

号「72」）については負荷量のすべてを、下水道終末処理施設（特定施設番号「73」）

については負荷量の一部を生活系発生源とした。 

※１ 合流式処理区域内人口及び分流式処理区域内人口 

※２ 公共用水域に排水している人口。常住人口から下水道処理対象人口を差し引いたもの。 

※３ し尿処理場を使用している人口。使用人口が明確でない場合は、市町村別のくみ取り

戸数に市町村別の平均世帯人数を乗じて求めた。なお、２流域以上にまたがる市町村は、

それぞれ分割された常住人口比より算出した。 

※４ し尿を自家処理、農地還元等により処理し、雑排水のみ排出している人口 

※５ 公共用水域対象人口からし尿処理場使用人口及び自家処理人口を差し引いたもの 

※６ 浄化槽 

○ 501人槽以上・合併処理浄化槽 

水質汚濁防止法の特定施設の家庭用浄化槽(団地等)及び農業集落排水施設等を対

象。店舗及びリゾートマンション等に設置される浄化槽は、事業系発生源の対象とし

た。人口の算定に当たっては、実際の使用人口（実数）が明らかでない場合は、浄化

槽の処理対象人員を補正した人数とした。 

○ 501人槽以上・単独処理浄化槽 

501人槽以上の浄化槽使用人口のうち501人槽以上の合併処理浄化槽使用人口以外

の人口を単独処理の人口とした。 

○ 500人槽以下・合併処理浄化槽及び単独処理浄化槽 

浄化槽使用人口から501人槽以上の浄化槽使用人口を差し引いて求めた。合併処理

と単独処理の内訳は、合併処理の人口を算定し残りの人口を単独処理の人口とした。 



 

イ 事業系負荷量 

 令和３年３月31日時点における水質汚濁防止法の特定事業場を対象とした。 

 ただし、２(2)アのとおり、し尿処理施設（501人槽以上のし尿浄化槽）については

負荷量のすべてを、下水道終末処理施設については負荷量の一部を生活系発生源と

し、また、水質汚濁防止法に基づく畜産農業等施設（特定施設番号「１の２」）に

ついては畜産系発生源とした。 

 

ウ 畜産系負荷量 

 対象を牛及び豚とし、流域区分内の市町村ごとに飼育頭数を算出した。飼育頭数は

「新潟県家畜生産実態調査」（県農林水産部畜産課）等をもとに、最新の令和３年

２月１日時点の状況とした。 

 一つの市町村が複数の流域区分にまたがり、実数の把握が困難な場合は、流域区分

内の常住人口の逆数の比により、市町村別飼育頭数を流域区分の飼育頭数に案分し

た。 

 ２(2)イのとおり、畜産農業等施設については畜産系発生源とした。 

 

エ 自然系負荷量 

 流域区分内の面積を市町村ごとに、山林、水田、畑及びその他（市街地及び道路）

に区分した。 

 

(3) 汚濁負荷量算定方法 

汚濁負荷の発生源に係る「原単位」、「除去率」及び「排出率」（表１～３）を設定

し、生活系、事業系、畜産系及び自然系のそれぞれの負荷量算定方法（表４～７）によ

り算定した。 

 

(4) 各種用排水の取水等の状況及び特定発生源について 

全ての発電用水、表流水を取水する水道用水、かんがい面積又は流域面積が100ha以上

の農業用排水及び全ての工場排水について、取水口及び排水口（放水口）の位置、取水

量及び排水量（放水量）並びに発電用水の流程を調査した。 

また、特定発生源調査として、水質に影響を与えると思われる特定施設以外の施設、

休廃止鉱山及び重金属汚染源についても調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



表１ 生活系・畜産系・その他（自然系）の原単位等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 前回（平成28年度）調査から変更なし 
 
 
 
 
 
表２ 事業系原単位（日平均排水量50m3以上の特定事業場） 

施 設 

番 号 
業 種 名 

原単位 

g/m3 

施 設 

番 号 
業 種 名 

原単位 

g/m3 

 1 

 2 

 3 

18-2 

19 

24 

27 

54 

55 

59 

60 

61 

63 

64-2 

65 

鉱業 

畜産食料品製造業 

水産食料品製造業 

冷凍調理食品製造業 

繊維製品製造業 

化学肥料製造業 

無機化学工業製品製造業 

セメント製品製造業 

生コンクリート製造業 

砕石業 

砂利採取業 

鉄鋼業 

金属製品製造業 

水道施設 

酸アルカリ表面処理施設 

4.6 

  8.2 

 12.6 

  4.9 

 14.1 

  3.3 

  5.2 

  6.1 

  1.4 

1.3 

  2.4 

  2.1 

  4.8 

1.3 

6.6 

66 

66-3 

66-4 

66-5 

66-6 

67 

68-2 

69-2 

71 

71-2 

71-3 

71-4 

72 

73 

74 

電気めっき施設 

旅館業 

共同調理場 

弁当製造業 

飲食店 

洗濯業 

病院 

卸売市場 

自動式車両洗浄施設 

試験研究施設 

一般廃棄物処理施設 

産業廃棄物処理施設 

し尿処理施設 

下水道終末処理施設 

特定事業場からの排出水処理施設 

  8.4 

  7.0 

4.9 

  5.9 

  4.4 

  8.3 

  5.6 

  4.4 

  7.2 

9.6 

  2.1 

4.6 

  4.5 

  3.1 

9.8 

※ 「水質汚濁物質排出量総合調査 調査結果報告書（環境省水・大気環境局水環境課）」（平成29、 

令和元、３年度） 

 

 

 

 

除去率(%) 排出率(%)

し尿 18 g/人・日 100 0
雑排水 41 g/人・日 0 100
し尿 18 g/人・日 100 0

雑排水 41 g/人・日 0 100
し尿浄化槽使用 し尿 18 g/人・日 85 15
(合併500人槽以上) 雑排水 41 g/人・日 85 15
し尿浄化槽使用 し尿 18 g/人・日 70 30
(合併500人槽未満) 雑排水 41 g/人・日 70 30
し尿浄化槽使用 し尿 18 g/人・日 65 35

（単独） 雑排水 41 g/人・日 0 100
640 g/頭・日 90 －
200 g/頭・日 85 －
840 g/km2・日 － 10

8800 g/km2・日 － 10
8800 g/km2・日 － 10
840 g/km2・日 － 10

その他

山林
水田
畑

その他

畜産系
牛
豚

区分 BOD排出量（原単位）

生活系

し尿処理場使用 

自家処理



表３ 事業系原単位（日平均排水量50m3未満の特定事業場） 

施 設 

番 号 
業 種 名 

原単位 

 g/m3 

施 設 

番 号 
業 種 名 

原単位 

 g/m3 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 8 

 9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18-2 

19 

20 

21-3 

22 

23 

23-2 

24 

26 

27 

28 

32 

33 

38 

43 

46 

47 

49 

51 

52 

鉱業 

畜産食料品製造業 

水産食料品製造業 

保存食料品製造業 

みそ、しょう油等製造業 

小麦粉製造業 

パン・菓子等製造業 

米菓製造業・こうじ製造業 

飲料製造業 

動物系飼料・有機質肥料製造業 

動植物油脂製造業 

イースト製造業 

でん粉等製造業 

ぶどう糖製造業 

麺類製造業 

豆腐・煮豆製造業 

冷凍調理食品製造業 

繊維製品製造業 

洗毛業 

合板製造業 

木材薬品処理業 

パルプ・紙製造業 

印刷業・製版業 

化学肥料製造業 

無機顔料製造業 

無機化学工業製品製造業 

アセチレン誘導品製造業 

有機顔料等製造業 

合成樹脂製造業 

石けん製造業 

写真感光材料製造業 

その他有機化学工業製造業 

医薬品製造業 

農薬製造業 

石油精製業 

皮革製造業 

    10 

   300 

   320 

   180 

   800 

 1,900 

 1,400 

   200 

   350 

 1,200 

 4,400 

28,000 

 5,600 

   850 

   800 

   600 

   140 

   140 

   300 

 3,000 

    10 

   450 

   140 

     7 

     6 

   100 

   100 

   600 

   300 

   600 

   100 

   300 

   880 

   750 

   200 

   500 

53 

54 

55 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

63-2 

64-2 

65 

66 

66-3 

66-4 

66-5 

66-6 

66-7 

66-8 

67 

68 

68-2 

69 

69-2 

70  

70-2 

71 

71-2 

71-3 

71-4 

71-5 

71-6 

72 

74 

J3 

J4 

ガラス製品製造業 

セメント製品製造業 

生コンクリート製造業 

窯業原料精製業 

砕石業 

砂利採取業 

鉄鋼業 

非鉄金属製造業 

金属製品製造業 

空きびん卸売業 

水道施設 

酸アルカリ表面処理施設 

電気めっき施設 

旅館業 

共同調理場 

弁当製造業 

飲食店 

飲食店（そば、うどん等） 

飲食店（料亭等） 

洗濯業 

写真現像業 

病院 

と畜業 

卸売市場 

廃油処理施設 

自動車特定整備事業 

自動式車両洗浄施設 

試験研究施設 

一般廃棄物処理施設 

産業廃棄物処理施設 

トリクロロエチレン等洗浄施設

クロロエチレン等蒸留施設 

し尿処理施設 

特定事業場からの排出水処理施設 

水産練製品製造業 

そう菜製造業 

    3 

10 

   10 

   20 

    3 

    3 

   10 

   50 

   10 

   25 

    5 

   10 

   10 

  130 

  350 

  620 

  250 

  250 

  250 

  130 

   30 

    6 

  300 

  200 

    5 

  70 

   70 

  109 

  100 

  100 

   10 

   10 

   30 

   10 

  320 

  270 
※ 前回（平成28年度）調査から変更なし 
 
 
 
 
 
 
 



表４ 生活系負荷量算定方法 

 ① １人当たりが１日に排出する負荷量として算定するもの（単位：kg/日・人） 

し尿処理場使用人口 雑排水  [雑排水原単位※] × [使用人口] 

自家処理人口 し尿    すべて処理されるものとして０とした 

雑排水  [雑排水原単位※] × [使用人口] 

し尿浄化槽（合併） 

使用人口 

し尿    [し尿原単位※] × [使用人口] × [（１－合併除去率※）] 

雑排水  [雑排水原単位※]×[使用人口] × [（１－合併除去率※）] 

し尿浄化槽（単独） 

使用人口 

し尿    [し尿原単位※] × [使用人口] × [（１－単独除去率※）] 

雑排水  [雑排水原単位※] × [使用人口] 
※１ 表１の原単位及び除去率 
 
 ② １施設が１日に排出する負荷量として算定するもの（単位：kg/日・施設） 

し尿処理場使用人口 し尿 [し尿処理場実測水質] × [し尿処理場排水量] 

下水道終末処理施設 施 設 負

荷量（生

活系） 

[処理施設実測水質] 

   × [処理施設排水量] × [（１－事業系流入率※１)] 

し尿 [施設負荷量（生活系）] × [18/59]※２ 

雑排水 [施設負荷量（生活系）] × [41/59]※２ 
※１ 下水道終末処理施設に流入する事業系排水の率で、施設ごとに異なる。 
※２ １人当たりが１日に排出するし尿及び雑排水の割合で案分 

 
表５ 事業系負荷量算定方法（単位：kg/日・施設） 

日 平 均 排 水 量 50 ｍ ３ 以 上 の 

特定事業場 

[特定事業場実測水質※１] × [特定事業場排水量] 

日平均排水量50ｍ３未満の 

特定事業場 

[業種別事業系原単位※２] × [特定事業場排水量] 

下水道終末処理場 

 （施設負荷量（事業系）） 

[処理施設実測水質] 

     × [処理施設排水量] × [事業系流入率※３] 
※１ 実測水質がない場合は、水質汚濁法に基づく届出水質又は表２の事業系原単位を用いた。 
※２ 表３の事業系原単位 
※３ 下水道終末処理施設に流入する事業系排水の率で、施設ごとに異なる。 

 
表６ 畜産系負荷量算定方法（単位：kg/日・施設） 

牛 排水量50ｍ３/日以上の 

特定事業場 

[特定事業場実測水質※] × [特定事業場排水量] 

上記以外の畜舎で飼育 

されている牛 

[牛原単位] × [飼育頭数] × [（１－ 牛除去率）] 

豚 排水量50ｍ３/日以上の 

特定事業場 

[特定事業場実測水質※] × [特定事業場排水量] 

上記以外の畜舎で飼育 

されている豚 

[豚原単位] × [飼育頭数] × [（１－ 豚除去率）] 

※  実測水質がない場合は、水質汚濁法に基づく届出水質又は表２の事業系原単位を用いた。 
 

表７ 自然系負荷量算定方法（単位：kg/日・km2） 
山  林  [山林原単位]  × [面積] × [排出率] 
水  田  [水田原単位]  × [面積] × [排出率] 

畑  [畑原単位]   × [面積] × [排出率] 
その他  [その他原単位] × [面積] × [排出率] 



３ 調査の結果 
(1) 水系別汚濁負荷量 

表８及び図１のとおり。 
 

表８ 令和３年度調査における水系別負荷量                        （単位：kg/日） 

水系名 
生活系 
負荷量 

  
事業系 
負荷量 

畜産系 
負荷量 

自然系 
負荷量 

全負荷量 し尿 
負荷量 

雑排水 
負荷量 

信濃川 12,550.48 1,965.76 10,584.72 6,524.81 1,997.72 975.83 22,048.84 
阿賀野川  3,833.40   590.97  3,242.43 1,307.82 972.33 331.33 6,444.88 
関川  1,594.65   270.11  1,324.54 2,747.60 46.32 202.32 4,590.89 
大川     26.87     6.24     20.63 3.59 0.00 30.28 60.74 
三面川    399.86    56.99    342.87 58.64 645.55 89.06 1,193.11 
荒川    369.96    54.67    315.29 134.95 505.13 75.01 1,085.05 
胎内川     82.93    11.79     71.14 1,009.63 215.07 22.57 1,330.20 
落堀川    392.24    65.78    326.46 84.26 379.97 54.97 911.44 
加治川    164.01    31.74    132.27 13.41 159.09 42.73 379.24 
新川  4,026.04   564.26  3,461.78 622.26 69.09 147.62 4,865.01 
新島崎川    185.40    26.04    159.36 8.29 0.00 10.70 204.39 
郷本川     32.39     6.38     26.01 16.32 7.10 6.40 62.21 
島崎川     30.33     7.42     22.91 12.37 17.89 6.79 67.38 
鯖石川    379.68   100.60    279.08 145.60 11.07 64.33 600.68 
鵜川     84.65    18.23     66.42 81.77 0.00 22.11 188.53 
柿崎川    113.27    25.25     88.02 204.01 8.83 30.73 356.84 
名立川     12.80     2.69     10.11 3.01 5.31 7.12 28.24 
能生川     20.72     5.26     15.46 17.84 0.38 31.61 70.55 
早川     42.13     5.65     36.48 31.93 3.58 44.54 122.18 
ぬな川      0.08     0.00      0.08 752.04 0.00 0.39 752.51 
青海川      2.13     0.16      1.97 251.74 0.00 4.87 258.74 
姫川     61.44    11.62     49.82 104.45 0.00 46.73 212.62 
国府川    231.26    31.02    200.24 26.22 13.05 54.52 325.05 
鳥屋野潟    238.38    28.31    210.07 63.08 0.00 16.14 317.60 
奥只見貯水池      1.07     0.24      0.83 41.20 0.00 19.84 62.11 
三国川ダム貯水池      0.00     0.00      0.00 0.00 0.00 6.43 6.43 
両津湾    164.52    19.97    144.55 83.92 31.23 11.12 290.79 
真野湾    184.63    22.40    162.23 47.63 10.14 15.90 258.30 
その他  1,813.01   320.09  1,492.92 1,749.04 623.59 237.18 4,422.82 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2) 汚濁負荷量の経年変化 

令和３年度調査における新潟県内の全負荷量は51,517.37kg/日であり、前回（平成28

年度）調査の全負荷量（60,353.60kg/日）に比べ8,836.23kg/日（14.64%）減少した。（表

９及び図２） 
 
表９ 県全体における汚濁負荷量の推移                        （単位：kg/日） 

調査 

年度 

生活系 

負荷量 

 
事業系 

負荷量 

畜産系 

負荷量 

自然系 

負荷量 
全負荷量 し尿 

負荷量 

雑排水 

負荷量 

 H4 86,656.30 6,786.50 79,869.80 31,243.80 11,156.90 2,580.30 131,637.30 

 H9 77,155.21 7,278.36 69,876.84 33,541.64 7,668.32 2,413.14 120,778.31 

H13 64,829.95 6,268.56 58,561.39 33,472.56 7,951.39 2,666.53 108,920.43 

H18 49,784.95 6,015.90 43,769.06 23,203.06 7,655.37 2,586.35 83,229.74 

H23 39,966.79 5,638.55 34,328.24 21,575.39 7,286.47 2,588.43 71,417.08 

H28 33,497.89 5,149.11 28,348.78 18,148.94 6,054.73 2,652.04 60,353.60 

 R3 27,038.33 4,249.64 22,788.69 16,147.43 5,722.44 2,609.17 51,517.37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3) 汚濁発生源別にみた経年変化 

汚濁発生源別にみた負荷量の推移及び考えられる変化の要因は以下のとおり。 

○ 生活系負荷量 

生活系負荷量は27,038.33kg/日で、前回調査から6,459.56kg/日減少した。雑排水負

荷量の減少が毎回顕著に見られ、生活系負荷量全体も減少（表９、図２、表10）して

おり、単独浄化槽から合併浄化槽への転換または公共下水道への接続が進んだことな

どが要因と考えられる。（表11） 

表10 生活系負荷量削減量におけるし尿、雑排水負荷量の割合 

調査 

年度 

生活系 

負荷量 

の増減 

(kg/日) 

 生活系負荷量の 

増減における割合 常住人口の 

増減(人) 

し尿負荷量 

の増減 

(kg/日) 

雑排水負荷 

量の増減 

(kg/日) 

し尿 

負荷量（％） 

雑排水 

負荷量（％） 

 H4- H9  △9,501.09     491.86  △9,993.96 △5.18 105.18    23,857 

 H9-H13 △12,325.26 △1,009.80 △11,315.45   8.19  91.81  △11,254 

H13-H18 △15,045.00   △252.66 △14,792.33   1.68  98.32  △42,505 

H18-H23  △9,818.16   △377.35  △9,440.82   3.84  96.16  △68,684 

H23-H28  △6,468.90   △489.44  △5,979.46   7.57  92.43  △63,491 

H28- R3  △6,459.56   △899.47  △5,560.09   13.92  86.08 △108,025 

   

表11 公共用水域対象人口の推移                （単位：人） 

調査

年度 

合流式 

下水道 

分流式 

下水道 

し尿 

処理場 

利用人口 

合併浄化槽 単独浄化槽 
自家 

処理 
501人槽 

以上 

500人槽 

以下 

501人槽 

以上 

500人槽 

以下 

 H4 176,075   208,569 1,047,520  50,513  48,222 1,004 861,655 73,900 

 H9 216,956   449,941   726,100  83,381  57,072     0 925,890 31,975 

H13 222,614   670,368   500,945 124,479  75,636     9 876,821  9,189 

H18 255,943   933,043   307,246 150,842 128,636     9 660,661  1,161 

H23 268,957 1,101,751   209,406 154,931 148,291     0 485,996  2,020 

H28 258,293 1,199,372   132,246 144,047 151,317     0 422,513     60 

 R3 258,075 1,232,016   128,035 117,588 167,175     0 296,900     38 

  

 

○ 事業系負荷量 

事業系負荷量は16,147.43kg/日で、前回調査から2,001.51kg/日減少（表９）した。

これは、新潟県内の特定事業場数が減少したことが要因と考えられる（8,598事業場

（平成27年度末）→8,475事業場（令和２年度末））。 

なお、特定事業場数は平成４年度調査以降減少している。（12,343事業場（平成３

年度末）） 

 

 

 

 



○ 畜産系負荷量 

畜産系負荷量は5,722.44kg/日で、前回調査から332.29kg/日減少（表９）した。こ

れは、牛及び豚の頭数の減少によるものと考えられる。（表12） 

表12 牛及び豚の頭数の推移（単位：頭） 

 調査年度 牛 豚 

 H4 43,424 279,218 

 H9 36,051 196,433 

H13 31,826 221,697 

H18 24,709 198,538 

H23 22,542 193,212 

H28 19,140 157,887 

 R3 17,924 149,042 

 

○ 自然系負荷量 

自然系負荷量は2,609.17kg/日で、前回調査から42.87kg/日の微減（表9）であり、

これまでの結果と同様、ほぼ横ばいとなった。山林等の面積の経年変化は表13のとお

り。 

表13 山林、水田、畑及びその他の面積          （単位：km2） 

調査年度 山林 水田 畑 その他 

 H4 8,039.72 1,861.44 303.83 2,394.97 

 H9 8,102.62 1,647.86 320.91 2,510.36 

H13 7,569.84 1,698.97 328.00 2,939.53 

H18 6,472.72 1,607.40 307.21 4,259.26 

H23 6,486.47 1,607.68 303.96 4,301.43 

H28 6,955.09 1,711.36 299.28 3,554.44 

 R3 6,301.76 1,673.98 282.91 4,260.60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4) 汚濁負荷量の多い河川（信濃川、阿賀野川、関川及び新川）の経年変化 

ア 信濃川 

信濃川の全負荷量は22,048.84kg/日であり、前回調査（25,085.54kg/日）から

3,009.70kg/日（12.00%）減少した。（表14及び図３） 

 

表14 信濃川における汚濁負荷量の推移                           (単位：kg/日) 

調査 

年度 

生活系 

負荷量 

  
事業系 

負荷量 

畜産系 

負荷量 

自然系 

負荷量 
全負荷量 し尿 

負荷量 

雑排水 

負荷量 

 H4 41,504.60 3,266.00 38,238.60 11,868.30 4,104.90   999.40 58,477.20 

 H9 34,862.94 3,312.32 31,550.62 11,713.20 2,984.60   936.29 50,497.03 

H13 28,037.59 2,726.98 25,310.61 12,429.77 3,212.20 1,000.88 44,680.44 

H18 21,984.14 2,768.31 19,215.82  9,272.53 2,857.50 1,038.48 35,152.65 

H23 18,086.82 2,701.02 15,385.80  8,700.23 2,713.99 1,025.86 30,526.89 

H28 14,462.64 2,309.54 12,153.10  7,386.55 2,215.18 1,021.17 25,085.54 

 R3 12,550.48 1,965.76 10,584.72  6,524.81 1,997.72   975.83 22,048.84 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 阿賀野川 

阿賀野川の全負荷量は6,444.88kg/日であり、前回調査（8,640.42kg/日）から

2195.54kg/日（25.41%）減少した。（表15及び図４）         

 

表15 阿賀野川における汚濁負荷量の推移                          (単位：kg/日) 

調査 

年度 

生活系 

負荷量 

  
事業系 

負荷量 

畜産系 

負荷量 

自然系 

負荷量 
全負荷量 し尿 

負荷量 

雑排水 

負荷量 

 H4  9,377.20 672.60 8,704.60 2,313.20 1,340.50 320.30 13,351.20 

 H9 10,174.49 951.23 9,223.26 2,045.50 1,044.63 302.80 13,567.42 

H13 8,963.39 776.59 8,186.81 2,750.67   840.41 315.08 12,869.55 

H18 7,415.94 828.33 6,587.61 2,402.67 1,038.49 312.07 11,169.17 

H23 5,790.63 744.50 5,046.13 1,579.88 1,004.88 342.03 8,717.42 

H28 5,354.62 798.08 4,556.54 2,027.61   947.55 310.64 8,640.42 

 R3 3,833.40 590.97 3,242.43 1,307.82   972.33 331.33 6,444.88 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ 関川 

関川の全負荷量は4,590.89kg/日であり、前回調査（5,068.77kg/日）に比べ

477.88kg/日（9.43%）減少した。（表16及び図５） 

 

表16 関川における汚濁負荷量の推移                             (単位：kg/日) 

調査 

年度 

生活系 

負荷量 

  
事業系 

負荷量 

畜産系 

負荷量 

自然系 

負荷量 
全負荷量 し尿 

負荷量 

雑排水 

負荷量 

 H4 8,141.20 747.30 7,393.90 4,501.90 295.30 219.00 13,157.40 

 H9 7,291.82 752.65 6,539.17 4,802.10 192.06 196.53 12,482.51 

H13 6,375.49 639.32 5,736.17 4,487.24 217.66 253.10 11,333.49 

H18 4,483.06 587.55 3,895.51 2,948.64 117.43 270.60  7,819.74 

H23 3,830.25 666.85 3,163.39 2,726.40 109.64 208.94  6,875.23 

H28 2,633.80 395.41 2,238.39 2,164.34  61.44 209.19  5,068.77 

 R3 1,594.65 270.11 1,324.54 2,747.60  46.32 202.32  4,590.89 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



エ 新川 

新川の全負荷量は4,865.01kg/日であり、前回調査（5,571.97kg/日）に比べ

706.96kg/日（12.69%）減少した。（表17及び図６） 

 

表17 新川における汚濁負荷量の推移                              (単位：kg/日) 

調査 

年度 

生活系 

負荷量 

  
事業系 

負荷量 

畜産系 

負荷量 

自然系 

負荷量 
全負荷量 し尿 

負荷量 

雑排水 

負荷量 

 H4 5,985.00 572.30 5,412.70 629.10 716.20 139.80 7,470.10 

 H9 6,394.01 669.81 5,724.19 732.86 568.41 133.04 7,828.31 

H13 6,197.54 693.75 5,503.79 703.66 521.33 135.78 7,558.30 

H18 5,225.71 641.22 4,584.49 782.73 434.93 127.93 6,571.30 

H23 4,574.72 524.88 4,049.84 621.03 456.65 145.91 5,798.30 

H28 4,710.59 720.74 3,989.85 601.59 111.54 148.25 5,571.97 

 R3 4,026.04 564.26 3,461.78 622.26  69.09 147.62 4,865.01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


